















































（昭和 56 年 3 月 23 日国語審議会答申「常用漢字表」前文）
　３．２ 常用漢字表改定に伴う学校教育上の対応に関する専門家会議
　上を受け，「常用漢字表改定に伴う学校教育上の対応に関する専門家会議」において初等中等教育
における改定常用漢字の取り扱いに関する審議が，「常用漢字表」の告示 4 ヶ月前の 2010 年 7 月７
日から足かけ 3 ヶ月間，計 6 回行われた．


















○ 改定常用漢字表に基づく漢字指導は，中学校の実施時期と合わせ，平成 24 年度から行うこと
とする．









　ア）平成 22 年度中及び平成 23 年度は，特例告示により，改定前の常用漢字表に基づいて，
現行の高等学校学習指導要領（平成 11 年文部省告示第 58 号）（以下「現行高等学校学習指導要
領という．）により指導すること．
  イ）平成 24 年度以降は，改定後の常用漢字表に基づいて，平成 24 年度以前の入学生について
は現行高等学校学習指導要領により，平成 25 年度以降の入学生については新しい高等学校学習












　「常用漢字表」内閣告示を受け，文化庁は，以下の趣旨に基づき，全国で説明会 3）を計 6 回行った． 
1　趣旨
　文化審議会答申「改定常用漢字表」（平成 22 年 6 月 7 日）が「常用漢字表」として内閣告示（同
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◦　改定常用漢字が検定教科書の本文に反映されるのは，学習指導要領改訂後の 2013 年から． 
◦　教材文中の常用漢字以外には振り仮名をつけているが，経費の関係で現在は旧常用漢字表に
準拠している．
◦　2012 年度から巻末の常用漢字表は改定常用漢字を含むもの 7）に差し替えている． 















平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度






























































　上の，1. ～ 3. を単独で行うか複数組み合わせるかは様々だったが，最も支持されていたのは，1. の



















　　時期：2012 年８月～ 11 月
　　方法：対面・電話・文書・電子メール
　　対象：北海道内の全 14 管内の普通科公立高等学校全日制課程 245 校のうち 82 校ならびに
　　　　　高等専門学校全４校の教員
　　結果：14 管内のうち 12 管内の教員 40 人から回答を得た．
　　質問項目：



















































　　時期：2012 年 7 ～ 10 月




業で改定常用漢字について学んだと答えた者は 54 人であった．これは回答者中の高校在学者の 1 割
強に当たる．以下に詳細を述べる．
　６．２ 改定常用漢字発表時の学年
　第 1 問：一昨年の 2010 年 11 月当時，あなたはどの立場でしたか？
　改定常用漢字発表時，回答者 585 人のうち，高等学校に在籍していたのは 88％と，全体の 9 割近かっ
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た．人数にして 514 人となる．従って，次の「第 2 問」はこの 514 人を母数とする．
　６．３ 常用漢字改定の知識
　第 2 問：2010 年 11 月 30 日に常用漢字表が改定されました．新たに 196 字が加わり，5 字が削除
されました．知っていますか？
　結論から言えば，知っていたのは 3 人に 1 人ほどであった．以下に詳しく述べる．
　514 人のうち，「知っている」と答えた者は 33% に当たる 169 人，「知らない」と答えた者は 67%
に当たる 345 人であった．改定常用漢字に関する指導を高等学校で受けた可能性があるのは，「知っ
ている」と答えた 169 人となる．従って，次の「第 3 問」は，この 169 人を母数とする．
　６．４ 常用漢字改定を知った機会
　第 3 問：常用漢字改定を何によって知りましたか？
　高等学校の国語授業で知ったのは，32% に当たる 54 人であった．第 2 問で，「当時高等学校に在
籍していた」と答えた 514 人のうち，約 11% に当たる人数である．
























　　2012 年（1 ～ 3 月）：3 人
　半数以上が不明と答えている．しかし，改定発表間もない 2010 年のうちに時宜を捉えて指導した
























































 1） 1981 年，「法令・公用文書・新聞・雑誌・放送等，一般の社会生活で用いる場合の，効率的で
共通性の高い漢字を収め，分かりやすく通じやすい文章を書き表すための漢字使用の目安」とし
て「常用漢字表」で示された，1945 字からなる現代日本語の漢字．2010 年 11 月 30 日に改定さ
れ，196 字が追加され，5 字が削除された．現在は 2136 字．
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 2） 22 文科初第 1255 号として文部科学大臣政務官名で各都道府県教育委員会・各指定都市教育委
員会・各都道府県知事・附属学校を置く各国立大学長・構造改革特別区域法第 12 条第１項の認
定を受けた地方公共団体の長宛に「常用漢字表」発表同日通知された．
 3） 該当する説明会は 2010 年 8 月札幌市，別府市（国語問題研究協議会として），2011 年 1 月 22
日伊丹市，同 2 月 19 日松山市，同 2 月 28 日福井市，同 10 月 21 日文部科学省講堂
 4） 福井県など
 5） 22 文科初第 1252 号として文部科学大臣政務官名で各教科書発行者宛に通知された．
 6） 2012 年 10 月 24 日電話取材．
 7） 文部科学省（2011.3）『音訓の小・中・高等学校段階別割り振り表』準拠．指導段階を高等学
校としているのは，淫（みだら），鑑（かんがみる），痩（ソウ），阜（フ），絡（からめる）等 23 種．
 8） 平成 22 年度高等学校教科担当指導主事連絡協議会国語部会配布資料
 9） 文部科学省教科調査官から提供されたもの．
 10） 改訂学習指導要領においても同内容．
 11） 2011 年度調査の場合，指導を受けたと回答した者は 63 人中１人だった．
 12） 改定常用漢字発表時の高等学校在籍者を調査対象としたため．























The Revised jōyō kanji in the Senior Hi Education :
Mainly in Hokkaido 2011
YABE Reiko
Abstract : The aim of this paper is to reveal the fact that there was an instructional problem in dealing “the 
revised Chinese characters in common use” (jōyō kanji) in high schools in Hokkaido, mainly in 2011. The 
problem was that the majority of high school students hardly had an opportunity to gain sufficient knowledge 
of the revised contents. The research was carried out by using a questionnaire for boards of education in Japan, 
Japanese language teachers and approximately 600 students in several universities in Hokkaido. This paper 
shows the analysis of the questionnaires.
